
2025〜2044年度「第3次安芸高田市総合計画」

 市が取り組むまちづくりの最上位に位置する計画で、行政運営の基本
となる指針です。基本構想と基本計画で構成され、安芸高田市が目指す
将来像と、その実現に向けた政策目標や施策の方向性を示しています。

　人口減少が続く中、自助・互助・共助・公助の考え方のもと、市民一人一人が
主体的にまちづくりに関わることが求められています。
その実現に欠かせないのが、「人がつながる」こと。
　生活や地域、社会を支える目に見えない絆や基盤となるソーシャル・キャピ
タル（社会関係資本）を高め、持続可能な地域社会を目指します。

総合計画とは？

百万一心、未来へつなぐ安芸高田市

今後20年間の 基本構想（2025〜2044年度）

今後4年間の 基本計画（2025〜2028年度）

□政策企画課　企画調整係　☎・お太助フォン 42-5612問

人がつながり、“ 安芸高田市らしさ” を未来へつなぐ。

それが、目指すまちづくりです。

基本理念・将来像の実現に向け、次の方針を基に施策を展開します。

〈 目指すべき将来のすがた 〉

〈 5つの政策 〉

安芸高田市らしさの伝承

●多様な地域、人材・価値観の調和する
まち

●市民の新たなチャレンジが
生まれるまち

●互いを尊重し合い対話を
通じて課題を解決するまち

新しい可能性を生む・
まちの魅力を育む機能の強化
●地域内外の交流を促し、まちの魅力と
新たなにぎわいを創出

守っていきたい
地域の暮らしの機能の維持・確保
●市民との合意形成を図りながら医療
や移動手段など、生活に不可欠な機
能を維持・確保

子どもたちの学びと
成長を支えるまちづくり

市民が暮らしやすい
まちづくり

いつまでも健康で
安心して暮らせる
まちづくり

産業振興で活力ある
まちづくり

基本構想（20年間の長期計画）

基本計画
（4年間の中期計画）

前の期の基本計画を検証し作成

〈  基 本理念  〉

公民連携・デジタル化・プロモーションを、全ての
施策に共通する手段として活用します。

市民と共に歩む
まちづくり
〈 合意形成 〉
●市民と行政の対話によ
る協働のまちづくり

●次世代に負担を残さな
い行財政運営

〈 行政組織 〉
●地域と協働する人材の
育成・確保と組織体制
の構築

〈 住民自治 〉
●地域振興組織等による住民主体の
まちづくり

〈 交通 〉
●地域内外の移動手段の確保
〈 関係人口・移住・定住 〉
●安芸高田市のファンの拡大と移住・
定住等の促進

●道の駅等を活用した市内外の交流
とにぎわいの創出

〈 防災・減災 〉
●防災・減災のまちづくり、災害死ゼ
ロに向けた自助・共助・公助の推進

〈 共生 〉
●互いを尊重し、多様性を認め合う共
生社会の実現

●「おたがいさま」でつながり、誰も置
き去りにしないまちづくり

〈 文化・スポーツ 〉
●誰もが文化・スポーツに親しめる機
会の創出

〈 環境 〉
●地域の持続可能性を高める循環型
社会の推進

〈 医療・福祉 〉
●高齢者の健康づくり、介護
予防、社会参加の推進

●地域医療体制の確保・強化

〈 教育 〉
●より良い教育環境の整備・充実
〈 子育て 〉
●未来を担う子どもたちを育てる
学びと子育ての仕組みづくり

●安心して産前産後を過ごせる
支援

●共感性・内発性・創造性を育む
子育て支援

〈 商工 〉
●企業誘致による地域経済の活性化
●商工業振興に向けた関係団体との連携支援
〈 農林業 〉
●稼げる農業の実現に向けた経営基盤の強化
●林業従事者の育成と適切な森林整備
〈 観光 〉
●自然・文化・歴史など地域資源を活かした観
光の推進
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4年間の取り組み内容や施策の
方向性を示します。

2025年度

へつなぐ まちづくり　

2028年度 2032年度 2036年度 2040年度 2044年度

基本計画
20年に渡る長期的な視点で、
まちの将来像や基本理念を示します。基本構想

詳細は
市ホームページで
公開しています。
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